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第１回 小美玉市公共交通検討委員会専門部会 会議録 

会 議 の 名 称 小美玉市公共交通検討委員会専門部会 

開 催 日 時 2011年7月26日(火)10:00～11:40 

開 催 場 所 本庁第3会議室 

出 席 者 

【部会員】 

木村靖(管財検査課長)，我妻智光(地域振興課長)，宮嶋茂(医療保険

課長)，沼田博之(健康増進課長)，根本典子(介護福祉課長)，飯塚新

一(商工観光課長)，長津智之(都市整備課長)，斉藤幸雄(建設課長代

理)，金子進(管理課長)，海老沢光志(学校教育課長代理)，山口守(企

画調整課長 

【事務局】 

藤枝修二(企画調整課)，細谷次央(企画調整課) 

議 題 

1.小美玉市公共交通検討委員会の概要 

 ①委員会の目的 

 ②委員会の組織 

 ③専門部会について 

2.これまでの検討内容について 

 ①H22年度小美玉市公共交通検討調査報告書について 

 ②第3回委員会の内容について 

3.既存システムの現状及び今後の計画等について 

 ①四季健康館送迎バス 

 ②小美玉市医療センター送迎バス 

 ③外出支援サービス事業(タクシー補助) 

 ④通院等乗降介助 

 ⑤その他 

会 議 資 料 

・会議次第 

・委員会設置要綱，委員会名簿，部会名簿 

・平成23年度小美玉市公共交通ネットワーク調査ヒアリング調査

計画書 

・四季健康館バス･ワゴン車利用者及び運行予定表 

・小美玉市医療センター患者送迎車両乗車状況 

・小美玉市医療センター患者さま送迎車両のごあんない 

・小美玉市高齢者等外出支援事業について 

・小美玉市在宅福祉サービスセンター事業実施要綱 

記 録 方 法 

□全文記録 

□発言者の発言内容ごとの要点記録 

☑会議内容の要点記録 

公開・非公開の別 □公開  □一部公開  ☑非公開   （傍聴者  人） 

審 議 の 内 容 （審議経過、結論等） 

(3.既存システムの現状及び今後の計画等について) 

今後の公共交通のあり方について，各部会員から出された意見は以下のとおり。 

 

・１世帯で複数台の自家用車を所有している現状では，バスによる大量輸送は成り立た

ないのではないか。 
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・循環バスを導入したとしても，年配者は最寄のバス停まで出て行くのが大変だ。 

 

・市が主催するイベントの時に運行する来場者用バスについても，対応を検討しなけれ

ばならない。 

 

・市の観光協会では，市内を循環するバスの運行を考えているようだ。 

 

・デマンドタクシーを導入した場合は，システムに要する費用がかさむ。 

 

・移動者のニーズも多様なので，バスによる一括輸送よりは，タクシーによる個別対応

のほうが効率的だと思う。 

 

・現行のタクシー補助制度を公共交通の枠組みに組み入れる場合は，対象者を拡充した

ほうがよい。 

 

・公共交通でありながら，対象を高齢者に絞ることに違和感がある。 

 

・公共交通は，制度上は様々な人が利用できるが，小美玉市の場合，実際の利用者は高

齢者が中心になるだろうという理解でよいと思う。 

 

・タクシー補助拡充と循環バス運行は並存できるのか？ 

 

(まとめ) 

・循環バスを運行する場合，現在運行中の四季健康館や医療センターのバスと統合する

ことが可能かということについては，事務レベルで詰めることとした。 

 

・防衛補助で導入した医療センターバスを，市内循環バスに活用した場合，補助要件上

問題がないか調査する。 

 

・次回の委員会には今日の部会で出された意見を紹介することとした。 

 

・次回委員会で新たな課題が出た場合は，再度部会を開くこととした。(10月開催予定の

次回委員会後に開催予定。) 

 


